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次の飛躍へ 確かな一歩を
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
連
合
は
、
本
年
十
一
月
に
結
成
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
（
山
梨
は
来
年
一
月
）。
こ
の
節
目
に
向
け
て
、

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
、
連
合
運
動
・
組
織
の
役
割
・
加
盟
形
態
・
地
域
活
動
・

人
材
育
成
・
財
政
等
、
多
く
の
課
題
を
論
議
し
こ
れ
か
ら
の
姿
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
連
合
山
梨
も
結
成
三
〇
周
年
に
向
け
た
こ
れ
ら
の
論
議
と
共
に
、
独
自
の
事
業
に
つ
い
て
も
具
現

化
し
て
い
く
年
と
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
春
季
生
活
闘
争
は
、
賃
金
水
準
を
追
及
す
る
闘
争
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
闘
争

で
格
差
是
正
へ
の
成
果
は
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
企
業
規
模
や
雇
用
形
態
に
よ
る
格
差
の
壁
は
依
然
と
し
て

高
い
状
況
で
す
。
今
次
闘
争
は
、
賃
金
の
上
げ
幅
と
同
時
に
、
働
き
方
の
価
値
に
見
合
う
賃
金
水
準
を

求
め
る
闘
争
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
直
前
に
迫
る
山
梨
県
知
事
選
挙
を
皮
切
り
に
、
甲
府
市
長
選
挙
や
統
一
地
方
選
挙
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
へ
と
重
要
な
選
挙
が
続
き
ま
す
。
ま
ず
は
知
事
選
で
『
後
藤
ひ
と
し
』
氏
、
甲
府
市
長
選
で

『
ひ
ぐ
ち
雄
一
』
氏
の
勝
利
を
果
た
す
こ
と
。
そ
し
て
続
く
戦
い
に
向
け
て
は
、
連
合
山
梨
は
一
枚
岩
と

な
っ
て
、
よ
も
や
現
政
権
を
利
す
る
こ
と
の
な
い
、
ま
た
組
織
の
結
束
・
強
化
に
繋
が
る
論
議
を
深
め
、

具
体
的
な
活
動
へ
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

亥
年
は
、
十
二
支
最
終
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
新
た
な
始
ま
り
に
向
け
て
の
準
備
を
行
う

年
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
平
成
か
ら
新
し
い
元
号
へ
と
改
ま
り
新
時
代
を
迎
え
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
時
代
に
向
け
た
課
題
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
す
べ
て
の
働
く
者
・
生
活
者
に
寄
り
添
っ
た
力
強
い
活
動
を

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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じ
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ユニオンアドバイザー　小沢 政人　川上 章

会計監査　岩下 実　刑部 聡
　　　　　持宝 美宣

執行　土橋 大輔　大森 竜　植松 久雄　杉原 孝一　池本 伊左男　鈴木 幹雄　三井 聡
委員　若月 清人　田草川 厚彦　植松 陽二　早川 貴宏　宮下 竜三　早川 新　弘瀬 誠
　　　土橋 一光　辻 由樹　田辺 優子

会長代行　久保寺 成典
副 会 長　田中 好久　藤田 益孝　中島 洋一　金丸 徹
　　　　　齊藤 伊人　中田 一秀　坪井 茂

副事務局長
小串 吾郎　木内 清一

伏見 勉

事務局長　窪田 　清

会　　長　萩原 雄二

2019年度 連合山梨 執行機関組織構成図

2018.12.11時点

　部 門　

組 織 対 策

組 織 拡 大

政 策 制 度

中 小 対 策

男 女 平 等

政 治
セ ン タ ー

連帯・平和

総 務 財 政

地域協議会

産 業 別
連 絡 会

ボランティア
　 S T 　

退 職 連 合

　 　 　 　 　  委 員 会 ・ セ ン タ ー ・ 連 絡 会 の 構成

◎藤田 益孝　○田中 好久　◇小串 吾郎　◇木内 清一
　土橋 大輔　杉原 孝一　池本 伊左男　三井 聡　植松 陽二
◎竹川 朝也　○宮下 隆行　◇砂山 玲央　
　小池 文子　伊藤 繁生　小沢 安司　平岡 聖啓　村松 敬哲　櫻田 大樹　小林 史弥
　田代 和成

◎中島 洋一　◇伏見 勉
　大森 竜　杉原 孝一　池本 伊左男　三井 聡　若月 清人　田草川 厚彦　土橋 一光　早川 新
　弘瀬 誠
◎中島 洋一　○窪田 清　◇伏見 勉　◆小沢 政人　◆川上 章

◎金丸 徹　○坪井 茂　◇伏見 勉　◆小串 吾郎
　土橋 大輔　大森 竜　鈴木 幹雄　早川 貴宏　宮下 竜三　土橋 一光　早川 新　弘瀬 誠
　辻 由樹　田辺 優子

◎齊藤 伊人　◇木内 清一
　大森 竜　植松 久雄　杉原 孝一　若月 清人　田草川 厚彦　宮下 竜三　小沢 政人　川上 章

◎中田 一秀　◇木内 清一　◆辻 由樹
　土橋 大輔　植松 久雄　鈴木 幹雄　植松 陽二　早川 貴宏　田辺 優子
◎辻 由樹　○田辺 優子　◇田邊 桂子
　佐野 由紀子　渡辺 美鈴　伊藤 久美　望月 里沙　大川 孝　小野 千恵美

◎田中 好久　◇窪田 清
　久保寺 成典　藤田 益孝　中島 洋一　金丸 徹　齊藤 伊人　中田 一秀　坪井 茂

◇窪田 清

◎久保寺 成典　◇窪田 清
　田中 好久　藤田 益孝　中島 洋一　金丸 徹　齊藤 伊人　中田 一秀　坪井 茂
◎木内 清一　○小串 吾郎　土橋 大輔　大森 竜

◇伏見 勉
◎有泉 誠　◇弘瀬 誠
◎前田 宝　◇早川 新
◎長田 茂　◇土橋 一光　　　　専従役員と３地協との連絡会議を設置

◇木内 清一　 自治労　日教組　全水道　政労連　森林労連
◇伏見 勉　　 電機連合　JAM　自動車総連　基幹労連
◇伏見 勉　　 JP労組　運輸労連　JR総連　私鉄総連　JR連合　全自交　山交労組(ｵﾌﾞ)

◇窪田 清　　登録者：52名

◇木内 清一
◎加藤 秀八　○笠井 勲　○上田 京子　○山口 恒夫　○細田 義一　○上野 一博　○鈴木 貢
○原 一徳　○斉藤 憲二　◇幡野 勝彦　□古屋 敏子
　小林 文徳　下山 光國　小沢 政人　宮澤 敏次　中澤 千尋　堀内 恒満　志村 優　大木 勝藏
　石原 茂雄　保坂 照雄　仙洞田 啓博　今福 庸夫　三富 良雄　□内藤 重明　□森沢 敬

組織対策委員会

青年委員会

組織拡大委員会

未組織労働者支援
センター

政策制度委員会

中小対策委員会

男女平等参画推進
委員会
女性委員会

政治センター

（委員会なし）

総務財政委員会

編集委員会（HP）

中 部 地 協
東 部 地 協
西 部 地 協

官 公 部 門
金 属 部 門
交通・運輸部門

（委員会なし）

退職連合

※記号　◎＝委員会・部会委員長、未組織労働者支援センターはセンター長　○＝委員会副委員長、未組織労働者支援センターは副センター長　
　　　　◇＝事務局主幹　◆＝事務局副主幹　□会計・会計監査 
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6
THU

12 4 ～
TUE

「クラシノソコアゲ応援団！ RENGOキャンペーン」第４弾

　連合山梨は「クラシノソコアゲ応援団！ RENGOキャンペーン」第４弾の行
動として、12月4日(火)～ 12月6日(木)の間、構成組織、地域協議会との連携
により、適正な36協定の締結で長時間労働・不払い残業の撲滅に向けた街
宣行動を実施しました。具体的には、2019年4月1日より改正労働基準法が
施行されることから、長時間労働を是正し、すべての職場でより良い働き方の
実現を目指して36協定の適切な締結などを訴えました。
　また、12月4日の甲府駅頭行動では、12月11日(火)～12日(水)が全国一斉

集中労働相談ホットラインに設定されていることから、通勤者に「働きすぎていませんか？働き方を見直して、イキイキ
と働きかける職場に！」と記載されたビラ・ティッシュを配布し、おかしいな？と思ったら、どんな些細なことでも連合
山梨に相談してほしいと呼びかけました。

副事務局長　伏見　勉　

甲府駅頭行動甲府駅頭行動

12
WED

12 11～
TUE

　今回の全国一斉労働相談は、テーマを「働き過ぎていませんか？ ～　まずは、あなたの働き方を診断！」として
12月11日(火)～12日(水)の2日間で実施しました。
　期間中の相談件数は６件（相談者はすべてが正社員・男性で仕事内容はトラックドライバーが7割）でした。また、
相談内容は、 ①労働時間が長い割には給料が安い、 ②人手不足のため従来は2人で重量物の運搬・整理をしていたが
現在は1人で作業せざるを得ない、 ③労働組合を作りたいが連合はキチンと指導をしてくれるのか、という相談もあり
ました。
　来年4月からは法改正で、 ①時間外労働の上限規制、 ②有給休暇取得の義務付け、 ③労働時間の客観的な把握など
が導入され、働き過ぎの見直しが期待されるところですが、今回の相談者からの内容を見ると、慢性化した長時間労
働や人手不足による労働負荷の拡大など、現実の問題が浮き彫りになった2日間でした。

アドバイザー　川上　章　

全国一斉労働相談 全国一斉労働相談 男性トラックドライバーからの相談が7割 男性トラックドライバーからの相談が7割

慢性化した長時間労働や人手不足による労働負荷の拡大

　12月6日(木)労農福祉センターにおいて、連合山梨女性委員会第29回

定期総会を開催しました。各産別単組から、女性男性を問わず参加して

いただき、2019年度活動方針、新役員が満場一致で承認・可決されま

した。

　方針の中では、「働きがいのある人間らしい仕事(ディーセントワーク)

の実現と女性活躍の推進」　「ワーク・ライフ・バランス実現をめざす取

り組み」　「多様な仲間との結集と労働運動の活性化～女性委員会の充実～」を謳っています。　　

　様々なハラスメント根絶、女性リーダーの発掘と育

成を目標に据えた運動の強化、そして誰もが働きやす

く暮らしやすい男女平等参画社会をめざした運動を、

引き続き進めていきます。

　これからも女性委員会へのご理解ご協力をお願いい

たします。
女性委員会　委員長　辻　由樹　

委 員 長
副委員長
事務局長

委 員

日 教 組
自 治 労
ＪＰ 労 組
電機連合
Ｊ Ａ Ｍ
情報労連
電力総連
運輸労連
運輸労連

山 教 組
山 梨 県 職 労
Ｊ Ｐ 労 組
新旭電子工業山梨労組
日立オートモティブシステムズ労組

Ｎ Ｔ Ｔ 労 組
東 電 労 組
ヤ マト 運 輸 労 組
ヤ マト 運 輸 労 組

辻 　 由 樹
田辺　優子
田邊　桂子
佐野由紀子
渡辺　美鈴
伊藤　久美
望月　里沙
大 川 　 孝
小野千恵美

役　職 産別名 単　組　名氏　名

✿ 2019年度役員

副委員長

委 員

自 治 労
電力総連
国公総連

南 ア ル プ ス 市 職
東 電 労 組
国 公 総 連

小松みのり
渡辺　里香
小沢　郁江

役　職 産別名 単　組　名氏　名

✿ 退任役員

12 6
 THU 女性委員会第２9回定期総会

誰もが働きやすく暮らしやすい男女平等参画社会をめざして！誰もが働きやすく暮らしやすい男女平等参画社会をめざして！
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全労済山梨推進本部
本 部 長　　神宮寺　聡
事務局長　　若木　　換
　　　　　　役職員一同

昨年昨年は格別のお引立てを賜り厚く御礼申し上げます。

全労済は 2018 年度より 4年間の中期経営政策「New-Zetwork」を

策定するとともに、 2019 年 6 月からの愛称を「こくみん共済 coop」

と定め、 新しい全労済の姿を目指してスタートを切りました。

本年もご支援・ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 31 年　元旦

寄　付

2017年9月1日～2018年8月31日

50,000

50,000

100,000

50,000

50,000

50,000

50,000

ＮＨＫ歳末助け合い（海外）

ＮＨＫ歳末助け合い（国内）

山梨県ともしび基金

山梨県肢体不自由児協会（タオル）

山梨県手をつなぐ親の会　

福祉作業所たんぽぽの家　

ゆうき工房　

寄　付

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

福祉作業所つくしの家　

あさひ福祉作業所　

社会福祉法人ぶどうの里　

どんぐり牧場・芽生

ひかりの家学園　

社会福祉法人ありんこ　

富士桜作業所

寄　付

50,000

50,000

50,000

50,000

社会福祉法人不二の里森福祉会

東部授産園みとおし　

社会福祉法人アドバンス　

NPO法人自立支援FIT

給 付 金

160,000

30,000

死亡給付金  16名

見舞給付金  6名

（10,000/人）

（5,000/人）

給 付 金

0

0

障害1級  0名・2級  0名

障害3級  0名

（10,000/各級）

（5,000/級）

2018年度 給付金

190,000

2019年度 寄付 950,000

　2018年度の「給付金」は下記の通りです。

　連合山梨は「ふれあい基金」から、毎年社会福祉施設等に寄贈しています。第13回執行委員会で確認された
2019年度寄贈先は下記の通りです。引き続き、皆様のご協力をお願いいたします。

連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧

　山梨退職連合は12月3日（月）山梨県立図書館において第26回
定期総会を14組織65名の役員代議員の参加にて開催しました。
　来賓として、連合山梨萩原会長をはじめ、樋口甲府市長や友誼
団体などから多くのみなさまの出席をいただき盛会に開催されま
した。
　議事では、2018年度活動報告、決算報告の後、2019年度活動
方針や予算について承認されました。また、1月に開催される山梨
県知事選挙「後藤ひとし」、甲府市長選挙「樋口雄一」両氏の必勝
と引続く統一地方選挙、参議院議員選挙への勝利に向け全力で闘
う決意を全体で確認しました。
　役員改選においては、引き続き加藤会長（ＪＲ東労組ＯＢ会）に組織を代表していただくこと、構成組織事情に
よる役員交代について確認・承認されました。
　財政について、厳しい環境下ではありますが、予算内での運営について、引き続き活動の見直しや効率化を議
論、推進しながらもより魅力ある活動となるよう取り組んでいきます。

第26回定期総会を開催第26回定期総会を開催山梨退職連合山梨退職連合 12 3
MON

選挙勝利に向け全力で闘う!


